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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月19日(2018.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
水不溶性スポンジと、前記水不溶性スポンジに含浸させる化粧料組成物とを含む化粧品に
おいて、
　前記化粧品はパフをさらに含み、
　前記水不溶性スポンジは、疎水性単量体高分子で形成され、
　前記化粧料組成物は、以下のいずれか１つ以上の有機紫外線遮断剤を含み、
　（i）水溶性または水分散性有機紫外線遮断剤；
　（ii）水不溶性から水分散性に転換された有機紫外線遮断剤；若しくは
　（iii）カプセル化された有機紫外線遮断剤、
　油溶性有機紫外線遮断剤を全く含まないか、化粧料組成物に含まれる有機紫外線遮断剤
総重量の１０％未満で含むことを特徴とする化粧品。
【請求項２】
前記化粧料組成物は、無機紫外線遮断剤をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の
化粧品。
【請求項３】
前記化粧料組成物の剤形は、最外相が水相であることを特徴とする請求項１に記載の化粧
品。
【請求項４】
前記水不溶性スポンジは、スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）、ブタジエンゴム（ＢＲ）
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、天然ゴム（ＮＲ）またはアクリロニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）が含まれる疎水性
単量体高分子で形成されたことを特徴とする請求項１に記載の化粧品。
【請求項５】
前記化粧料組成物は、ファンデーションであることを特徴とする請求項１に記載の化粧品
。
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